








（例えば Treisman & Glade, 1980）、思考におけるアルゴリズムとヒュー


















































































や用事を思い出すかに焦点が当たってきており（Einstein & McDaniel, 




































　合計で 84 件のエピソードの記録を得た（ノートへの記録は 83 件、IC

















も の は 49 件（63.6％）、内 的 な 想 起 手 が か り が あ っ た も の は 20 件
（26.0％）、外的な想起手がかりも内的な想起手がかりもないものは 8 件
（10.4％）であった。これらのうち、展望記憶の自動想起に該当するのは、
























化していることを示す知見はある（例えば Goschke & Kuhl, 1993; Marsh, 
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付録
　報告された展望記憶の想起エピソードのうち、外的な想起手がかりも内的な想起
手がかりもなかったもの（自動想起）の記述を示す。
外的な想起手がかりも内的な想起手がかりもなかったもの（自動想起）（8件）
・携帯電話の充電器を鞄に入れるのを忘れたことに気づいた。ベッドの中で。次の
日のことをぼんやり考えて、思い出した。
・レポートのことを忘れていることに気づいた。ただなんとなくぼんやりしている
とき。特に思い当たるところはなく、ふと思い出した。
・予約の電話をすることを思い出した。入浴中に。ふと思い出した。
・予約の電話をすることを思い出した。お風呂に入っているとき。ふと思い出した。
記憶の自動想起の生起：日誌法による予定の想起報告に基づいた注意拡散仮説の提案（今井）
150
・紅白にチャンネルを戻し忘れたことに気づいた。ぼんやり民放の番組を見ていて。
ふと思い出した。
・クリスマス・プレゼントを持参し忘れたことに気づいた。出かける準備をしてい
るとき。特にきっかけなく、はっと思い出した。
・水道代の支払いを忘れていることに気づいた。新幹線の中でぼんやりしていると
き。はっと思い出した。
・歯磨きをし忘れそうになった。寝ようと思って布団に入ったとき。ふと、歯磨き
したっけな、と気づいた。
